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▲建設中のジャンプ台

▲冬期オリンピック用ジャンプ台 （長野 ・白馬村 ）

このジ ャンプ台 スター ト地点の柱 な どには，

強固で錆 びない溶融亜鉛めっ き鋼材が使用 さ

れてお ります。



溶融亜鉛めっきに対する鋼材の化学成分の影響

同一条件でめっきされて も溶融亜鉛めっき皮膜厚さ

（付着量），外観（やけ），密着性などで大きく差 を生ず

ることがあります。

これは主に鋼材中に含まれる化学成分の含有量に影

響 されるものであ ります。

一般に鋼材中に含まれるSi，Mn，Pな どは，いずれ

もその含有量が増加するとFe－Zn合 金反応が活発にな

り亜鉛付着量 を増加させ，やけ現象を生 じた り，著 し

い場合は密着性 を低下 させ，めっき直後か ら皮膜に剥

離を生 じさせ ることがあ ります。

最近の鋼材は殆 ど連続鋳造法で作 られているため，

Si含 有量が多 く，また近時多量に使用される高張力鋼

は強度 を増す ため，C，Si，Mnを 多 く入れ てい ます。

今 回はめ っ き皮膜性状 に大 き く影響 をお よぼすSi，

Pお よびその複合 作用 を中心 に図で示 します。

C： 通常溶融亜 鉛め っ きされ る鋼材 の炭素含有量 は，

0．04～0．3％ 程度 で あ ります。

0．2％ までの炭素 はFe－Zn合 金 反応に影響は少ないが

0．3％ 以 上の鋼材では炭素量 の増加に したが って合金

反応が活 発にな る傾向 を示 します。

Si： ケイ素 は他 の元素 に比べ最 もめ っ き皮膜厚 さに影

響 をお よぼす といわれて い ます 。 その含有 量 と付着

量 な らびにめ っ きや け との関係 を図1， 図2に 示 し
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図1亜 鉛 付 着 量 とSi量 と の 関 係
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図2め っ き や け 評 点 とSi量 との 関 係
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ます。

図1，2で あ きらか な ように0．02％ 以 下で あれ ば問

題 あ りませ んが，O．05～O．12％ の範 囲ではFe－Zn合

金 反応が非常 に活発 に起 こ り，亜鉛付着 量は増大 し，

や け易 い傾 向 を示 します 。

また，0．16～0．23％ の 範囲では合金 反応がやや抑

制 され ますが，0．24％ を 越す と再び活 発にな ります 。

亜鉛 付着量 もや けの度合 も同様 な傾 向 を示 してい

ます 。合金層が 著 し く成長 した場合 に起 こ るやけ現

象が ひ どい場合 には，め っ き表面が最初 か ら黒灰色

を示 し， 外観 を損 な うこ とにな ります。

しか し，光沢 のあ るめ っ き面 とやけめ っ き面 とで

は， 各地 の大気暴露 試験 結果か ら亜 鉛の腐 食速 度は

ほぼ 同等 であ り耐 食性 の差 は殆 どあ りませ ん。

Mn： 含有量 が低 い問は合金 反応速度に影響 が見 られ な

いほ どであ ります。 しか し，1．2％を越 える と合金反

応が活 発にな ります 。

P： 含有量 が増加す る と合金反応 が活発に なる傾 向 を

示 します 。激 しい場合 はめ っ き層 に剥離 を生 じるこ

とが あ ります。 りん含有量 と亜鉛 め っき膜厚 の関係

を図3に 示 します。

ケ イ素含 有量0．025％ 程 度 で りん含有量が0．02～

O．03％ の オー ダー に達 す ると，デ ル タワ ン層 の部 分

的崩壊 が現 れ， ツェー ター層 とイー ター層の混 晶の

生成 に代 わ り合 金反応が 活発化 して きます。

この よ うにPはSiと の 複 合 作 用が大 き く，460℃ で

め っ き層の形 成 を保証す る基準 としては次の よ うに

考 え られて い ます。
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亜鉛 めっ き膜厚 とP量 との関係

Si％ 十〇．25×P％ ＜0．09％

Si％ と0．25×P％ （1／100％）と亜鉛めっき膜厚 （μm）

の関係 を図4に 示 します 。

S：JIS規 格 内では影響 はあ りませ ん。

Al： 含有量が増 え ると合金 反応が活発 になる傾 向が あ

ります。Siと の複合作 用が あ ります 。

一般 的に は次 の基準 であ ります
。

（1）Al十Si（≦0、02％ ）≦0．05％

si量 がo．02％ 以 下 でAlとsiの 合 計がo．05％ 以 下 で

あれば問題は あ りませ ん。

（2）Al十Si＞0．05％

AlとSiの 合 計 がo．05％ を越 える と合 金反応が活 発

になるfgめ ，め っ き浴温 は450℃ 以 下 にす る事 が

望 ま しいので あ ります。
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図4亜 鉛め っ き膜厚 とSi＋0．25×P量 との関係
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Pの 影響でめっきが剥離 した鋼材

編集 ：亜鉛めっき鋼構造物研究会
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鋼構造物の溶融亜鉛めっきについてのご照会は，上記団体にお問い合わせ下 さい。

また，「鋼構造物の溶融亜鉛めっきQ＆A」 「建築用溶融亜鉛めっき構造物の手引き」等 を発行していますの
で，あわせてご利用 ください。


